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2019 サマー・スポーツサイエンスキャンプ in 鹿屋体育大学 

体験感想文 

氏 名 平山 浩丞 出 身 県 鹿児島県 

学 校 名 志學館高等部 学 年 ３年 

※この様式を使用せずにワープロで作成しても構いませんが、その場合は必要事項（題名、氏名、出身

県、学校名、学年）を記載し、作成してください。 

※次年度の参加者募集のため、【題名と本文のみ】公式 Web サイトで公開する予定です。 

 

題 名 未来へつながる三日間 

 

 私は、将来スポーツメーカーに就職し商品開発に携われるような人材になるため 

スポーツ科学の最先端に触れ、また鹿屋体育大学に入学したいと思いこのサマース 

ポーツサイエンスキャンプに参加させていただきました。 

 鹿屋体育大学の施設はプロの選手が足を運びに来るほど世界的にも貴重で最先 

端の機械がたくさんあると聞いていたので楽しみにしていました。私はその中でも 

最終日に入ったスポーツパフォーマンス研究棟に興味を惹かれました。自分自身、 

高校の時カメラを用いて自分のフォームなどをチェックしていましたが正直見え 

ない部分、わからない部分がありました。しかしここの施設のカメラを用いてスー 

パースローにして今まで見ることのできなかった部分が見ることができ、また複数 

のカメラを使い三次元的に自分のフォームが立体的に見ることが出来たり、地面に 

かかる力などが目で見ることが出来たり他では見ることのできないような部分ま 

で視覚的にとらえることができる機械だったので感動しました。 

 三日間では深くは学べませんでしたが貴学で学びたいという意思がさらに固い 

ものとなりました。 

 またこのキャンプでは食事や宿泊施設等の手配など大変お世話になりありがと 

うございました。 

 

 

 

 
























